
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
〈
政
策
〉

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
需
要

の
急
増
に
伴
い
、
世
界
各
国
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要

性
へ
の
認
識
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
各
国
の
省
エ

ネ
施
策
は
多
様
に
な
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
高
効
率
技

術
の
導
入
に
よ
る
費
用
対
効
果
の
高
い
取
り
組
み
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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目
標
に
向
け
効
率
化
推
進

技
術
支
援
日
本
の
役
割
大
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で
は
高
効
率
技
術
の
導
入

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど

の
程
度
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し

て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
基
準
ケ
ー
ス
と
し
て
、
今

後

年
に
わ
た
る
将
来
の
世

界
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
を
展
望
す
る
と
、
経
済
協

力
開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
国
以
外
の
新
興
国
の
堅

調
な
経
済
成
長
な
ど
に
支
え

ら
れ
、

年
ま
で
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要

１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要

は
年
率
１
・
４
％

増
で
推
移
す
る
。

年
の
石

油
換
算
１
３
１
億
１
３
０
０

万

か
ら

％
増
加
し
、
１

９
６
億
４
２
０
０
万

に
達

す
る
こ
と
に
な
る
。
図
１

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
で
の

増
加
は
顕
著
で
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
加
分
の

９
割
は
こ
れ
ら
の
国
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
中
で
も
中
国

や
イ
ン
ド
を
含
む
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
ア
ジ
ア
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
の
増
加
と
国
内
の
化

石
燃
料
生
産
低
迷
に
よ
り
、

化
石
燃
料
の
自
給
率
は
現
状

の

％
か
ら

年
に
は

％

へ
と
低
下
す
る
。

　
対
照
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ら
び
に
気
候
変
動
政
策
の

推
進
に
よ
る
高
効
率
技
術
の

大
規
模
な
導
入
を
前
提
と
し

た
場
合
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
は

年
で
１
６
９
億

１
０
０
０
万

と
な
り
基
準

ケ
ー
ス
よ
り
２
７
３
２
万

の
省
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

存
在
す
る
。
こ
れ
は
現
在
の

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量

に
相
当
す
る
。

　
国
・
地
域
別
の
省
エ
ネ
量

と
し
て
は
、
図
２
に
示
す
通

り
、
需
要
規
模
に
応
じ
て
中

国
、
北
米
、
イ
ン
ド
で
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
。
な

お
高
効
率
技
術
の
普
及
に
よ

る
省
エ
ネ
が
実
現
さ
れ
た
場

合
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ジ
ア
全

体
の
化
石
燃
料
自
給
率
は

年
で

％
へ
と
改
善
す
る
。

　
単
位
当
た
り
省
エ
ネ
費
用

は
、
省
エ
ネ
に
向
け
た
本
格

的
な
取
り
組
み
を
近
年
開
始

し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
の

方
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
よ

り
も
小
さ
い
。
具
体
的
に
は

中
国
の
石
油
換
算
１

当
た

り
の
省
エ
ネ
費
用
が
４
・
５

で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ン

ド
で
は
同
５
・
８

、
中
東

は
同
２
・
３

程
度
に
留
ま

る
。
日
本
の
省
エ
ネ
費
用
が

石
油
換
算
１

当
た
り

・

３

と
推
計
さ
れ
る
の
と
比

べ
る
と
、
い
か
に
費
用
対
効

果
の
高
い
技
術
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

非
加
盟
国
に
お
け
る
省
エ
ネ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
実
現
に
寄

与
で
き
る
か
理
解
で
き
る
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は

気
候
変
動
へ
の
対
応
と
し
て

も
重
要
で
あ
る
。
図
３
が
示

す
通
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
可

能
性
を
技
術
別
に
検
討
す
る

と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
子
力
、
燃
料
転
換
、
Ｃ

Ｏ
２
回
収
・
貯
蔵
な
ど
の
低

炭
素
技
術
の
導
入
と
比
較
し

て
、
省
エ
ネ
の
貢
献
が
そ
れ

ぞ
れ

年
で

％
、

％
と

最
大
の
割
合
を
占
め
る
。

　
省
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

実
現
す
る
た
め
に
、
特
に
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
非
加
盟
国
に
お
い

て
、
日
本
か
ら
技
術
移
転
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
や
制
度
、

基
準
形
成
の
支
援
な
ど
多
様

な
側
面
か
ら
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

確
保
と
気
候
変
動
問
題
へ
の

対
応
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　
中
国
で
は
２
０
０
３
年
か

ら
本
格
的
に
省
エ
ネ
政
策
を

実
施
。
そ
れ
以
来
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
中
国
全
国
人
民

代
表
大
会

国
会
相
当

に

お
い
て
重
要
な
議
題
の
一
つ

と
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
国
家
の
５
カ
年
計
画

で
は
、
省
エ
ネ
目
標
が
必
ず

設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
、
第

次
５
カ
年

計
画
期
間

―

年

中

に
国
内
総
生
産

Ｇ
Ｄ
Ｐ

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を

年
比
で

％
改
善
す
る

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
効
率

基
準
の
向
上
、
低
効
率
生
産

設
備
の
強
制
廃
止
な
ど
の
政

策
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
地
方
政
府
に
省
エ
ネ
目

標
の
割
り
当
て
制
度
や
幹
部

の
人
事
評
価
制
度
も
実
施
し

て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
国

家
目
標
や
省
エ
ネ
法
な
ど
を

制
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
国
に
よ
り
進
ち
ょ
く
は

異
な
る
も
の
の
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
基
準
の
制
定
や
ラ
ベ

リ
ン
グ
制
度
を
実
施
の
ほ

か
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
制
度
の
導
入
を
検
討
し

始
め
て
い
る
国
も
あ
る
。

　
資
源
に
恵
ま
れ
た
中
東
や

ロ
シ
ア
で
も
、
省
エ
ネ
へ
の

取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
世
界
最
大
の
石

油
資
源
国
で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
で
も
、
将
来
的
な
人

口
増
と
経
済
発
展
に
伴
う
自

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
拡
大

が
、
貴
重
な
外
貨
獲
得
手
段

で
あ
る
石
油
の
輸
出
余
力
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
懸

念
。
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
の

端
緒
に
つ
い
て
い
る
。
ま
た

ロ
シ
ア
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
向
上
を
経
済
近
代
化
の

推
進
力
の
一
つ
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、

年
ま
で
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を

％
向

上
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。

　
先
進
国
に
お
い
て
も
省
エ

ネ
は
も
ち
ろ
ん
推
進
さ
れ
て

お
り
、
米
国
で
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
、
産
業
競

争
力
の
向
上
、
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強

化
な
ど
へ
の
対
応
策
と
し
て

省
エ
ネ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
オ
バ
マ
大
統

領
は
任
期
の
第

１
期
目
に
は
販

売
自
動
車
の
平

均
燃
費
を
規
制

す
る
「
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ
基
準
」
を
引

き
上
げ
、
第
２

期
目
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を

倍
増
す
る
目
標

を
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

で
は

温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
省
エ
ネ
を
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。

年
に
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
と
い
う

既
存
の
政
策
目
標
に
、
さ
ら

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

％

向
上
と
い
う
目
標
を
加
え

た
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
目
標
を
実

現
す
る
た
め
、
欧
州
排
出
量

取
引
制
度

Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

を
実
施
・
改
善
す
る
と
と
も

に
、

年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
指
令
お
よ
び
コ
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電
併

給

指
令
を
統
合
し
て
新
た

に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
指

令
」
と
い
う
包
括
的
な
計
画

案
を
公
表
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｕ
お
よ
び
加
盟
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
政
策
に
対
し
て

定
期
的
に
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
て
い
る
。


